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ボランティアリーダートレーニング・委嘱式

５月８日　創立記念日礼拝　参加談

神戸ＹＭＣＡ
年間聖句

確かに未来はある。
あなたの希望が断たれることはない。（箴言23章18節）

　５月20日（日）「ボランティアリーダートレーニング・委嘱式」が三宮本館で行われまし
た。三宮・西宮・西神戸・三田・余島に所属するユースボランティアリーダーと、震災活
動を主として活動している（通称：震災リーダー会）リーダーＯＢ・ＯＧが加わり、総勢
100名の参加がありました。
　開会礼拝の、水野総主事による奨励は「マタイによる福音書７章７節～ 12節」を基に

「求め・探し・門をたたく」自ら動き出そう、創り出そうとする者＝神戸ＹＭＣＡユースボ
ランティアリーダーであるとの話がされ、その次の基調講演では、武田理事長から「ＹＭ
ＣＡのリーダーに必要なこと～ Think Globally Act Locally」というテーマで、自分自身→
自分の周囲→地域→世界に目を向けながら課題に関心を持つ事、そして神戸ＹＭＣＡが、
健康・福祉・教育・国際等の視点から取り組んでいる様々なプログラムの紹介を通して、
これからの課題について話がされ、その課題に取り組んでいくのは、若者＝ユースボラン
ティアリーダー「あなたたちにできることは何でしょうか」とリーダーたちに課題を投げ
かけました。
　昼食（ワイズメンズクラブからのご厚意による、サイコー亭の特製カツカレー）を挟ん
で、午後からは各リーダー会に分かれて「今の自分たちにできること」について話し合い、
アクションプランを立て発表を行いました。そのアクションプランは、リーダーたちが考
える新たなキャンプやプログラム、そして自分たちを成長
させる為のプラン等様々でしたが、ＹＭＣＡのボランティ
アリーダーとして、まず自分を知ること。そこに集う仲間
には、自分と違った個性を持った人が居て、共にボラン
ティアをすることを感じながら、対象となる子どもたちの
今を知り、「自分たちに何ができるか」と言う課題と希望
を持ってそれぞれの活動に向かうことが発表されました。
　未来ある子どもたち、地域、世界を担う若者＝神戸ＹＭ
ＣＡボランティアリーダーの歩みをどうぞこれからもよろ
しくお願いいたします。

　今回この創立記念日礼拝に参加させていただき、神戸ＹＭＣＡの126年間の幅広い活動を
知ることができました。また礼拝に出席されている方や様々な方の話を聞く中で、私たち
学生ボランティアリーダーと同じ“想い”を持って活動している仲間がこんなにも多くい
ることを知り、頼もしく感じました。
　岡山ＹＭＣＡの正野理事長の話にもあったように、神戸ＹＭＣＡは阪神淡路大震災とい
う困難を乗り越え、今に至ります。私は先人たちが守り、育ててきたこの神戸ＹＭＣＡの
一員として活動できていることを感謝し、今後もこの神戸ＹＭＣＡの中でがんばろうとい
う決意が生まれました。
　昨年、第28回のタイワークキャンプに参加させていただき、そこでは普段の生活では体
験できないような多くのことを学ばせていただきました。今回の第29回のタイワークキャ
ンプの報告や、ワイズメンズクラブの方の話を聞いて自分がキャンプに参加したことを思
い出し、こんなにも貴重な経験をさせていただいたことに改めて感謝の気持ちが込み上げ
てきて胸が熱くなりました。また、みなさんが心から私たちのことを応援して下さってい
るのだと嬉しく思いました。
　余島リーダーの活動を続けられているのも、多くの方たちの支えや応援があってできて
いるものだと感じています。私は今年の夏で余島リーダー会を卒業しますが、社会に出て
もこの神戸ＹＭＣＡの一員として、今までの経験を活かしていきたいと思います。
 余島キャンプリーダー会　藤 野 宏 美　

定期総会開催
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私
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
わ
り

合
い
は
、
小
学
校
４
年
生
に
参

加
し
た
水
泳
教
室
に
始
ま
り
、

以
降
、
高
校
生
ま
で
参
加
し
た

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
余
島
キ
ャ
ン
プ
、
そ
し
て
、

大
学
生
時
代
に
は
余
島
の
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
ど
っ
ぷ
り
４
年
間
を
過
ご
す
な
ど
、
学

生
時
代
は
い
わ
ば
名
実
と
も
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
っ
子

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
そ
ん
な
学
生
時
代
を

経
て
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
は
、
幾
つ
か
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
委
員
会
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
な
が

ら
、
特
に
こ
の
２
年
間
は
２
０
０
４
年
に
入
会

の
神
戸
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
職
を
拝

し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
わ
り
合
い
が
尚
一
層
色

濃
く
な
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

こ
れ
ら
学
生
時
代
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
わ
り

を
通
じ
、
様
々
な
学
び
を
頂
い
た
事
が
、
人
生

の
随
所
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
学
び
は
、

い
わ
ゆ
る
学
校
で
の
学
び
と
は
異
な
り
、
む
し

ろ
人
生
に
お
け
る
何
か
大
切
な
物
を
『
感
じ
た
』

と
い
う
表
現
が
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
年
１
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
１
２
５
周
年
記

念
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
の
『
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
思
い

出
』
の
パ
ー
ト
で
『Feel the Y

M
CA

, Feel 
m

y Life

』（
一
部
省
略
）
と
い
う
表
現
で
、
そ

の
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
り
、
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生
時
代
と
は
違
っ
た
側
面

や
立
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で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
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と
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関
わ
り
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
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Ｃ
Ａ
に
対
し
て
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が
出

来
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
時
が
あ
り
ま
す
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そ
の
中
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一
つ
言
え
る
事
は
、
幼
い
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ら
Ｙ
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Ｃ
Ａ
っ
子
で
あ
っ
た
我
々
の
よ
う
な
者
た
ち

が
持
つ
最
大
の
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質
は
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Ａ
の
真
の
魅

力
を
感
性
と
し
て
、
し
っ
く
り
落
と
し
こ
ん
で

い
る
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
既
に
家
族

２
世
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～
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世
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た
り
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Ｍ
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Ａ
の
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な
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グ
ラ
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関
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っ
て
い
る
多
く
の
メ
ン

バ
ー
が
い
る
事
が
、
そ
の
何
よ
り
も
の
証
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
、
時
代
の
変
化
と
共
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
自
身

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
自
分
の
感
性
の
中
に
う
ま
く
馴
染

ん
で
い
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
魅
力
と
い
う
も
の
を
、

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
画
や
行
動
を
通
し
て
、

多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
事
は
、
今
自
分
が

出
来
る
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の
一
つ
な
の
で
は
と
思
う
次
第
で
す
。
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在
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
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の
立

場
か
ら
、
多
く
の
ユ
ー
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リ
ー
ダ
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達
と
の
接

点
も
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え
て
き
ま
し
た
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自
分
な
り
の
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Ｍ
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Ａ
感
性
を
、
若
い
ユ
ー
ス
と
喧
々
諤
々
話
を
し

た
り
す
る
事
も
、
昨
今
の
楽
し
い
時
間
の
ひ
と

時
で
も
あ
り
ま
す
。

　神戸キリスト教青年
会の定期総会が５月31
日（木）午後６時30分
から開催されました。
　末岡成夫牧師（近畿
福音ルーテル三田北
摂教会）による礼拝で
のメッセージは、混
沌とする世にあって 
ＹＭＣＡのなすべき業を示してくださいました。
その後、武田寿子会長が議長を務め、議事では役
員選任に関する規定の会則改訂などが承認されま
した。また、以下の方々が役員（任期2012年６月
から2014年５月）に選任されました。（50音順。
再任含む。敬称略）

常議員
阿部　俊、上杉　徹、鵜丹谷剛、大野　勉、岡田
佑一郎、小澤昌甲、尾上尚司、川崎孝子、草野　
修、熊谷親啓、鈴木博和、島田　恒、清水泰人、
武田寿子、多胡葉子、長井慎吾、中尾秀一、中道
基夫、橋崎頼子、馬場一郎、濵　浩一、広瀬一
雄、藤井久子、水野雄二、森　愛子、森　恭子、
安行英文、山口　宰、吉田昌義

監　事
中條道雄、山本常雄、柳谷利起

　総会では、ボランティア奨励賞や日本ＹＭＣＡ
同盟表彰、同盟認証ユースリーダーの紹介が行わ
れ、ＹＭＣＡが多くのボランティアによって運動
を広められていることを改めて感じる時となりま
した。新たな一年も皆様とともに、力強く歩んで
まいりたいと思います。（ボランティア奨励賞の
受賞者詳細は４面）
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神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
神
戸
市
内
の
小
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
０
に

沿
っ
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
講
習

を
行
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
先
生
方
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
保
護
者
の
方
々
も
、
学
校
の
プ
ー
ル
開
き
、

プ
ー
ル
開
放
に
備
え
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
の
活
動
と
し
て
、
積
極
的
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
ダ
ミ
ー
（
人
形
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

対
外
式
除
細
動
機
）
を
用
い
て
の
講
習
で
し
た

が
、
額
に
汗
を
か
き
、｢

１
，
２
，
３
…｣

と
数

を
み
ん
な
で
数
え
な
が
ら
、
参
加
さ
れ
た
先
生

や
保
護
者
の
方
は
講
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
、｢

Ａ
Ｅ
Ｄ
持
っ
て

き
ま
し
た
。｣｢

胸
骨
圧
迫｣

な
ど
、
発
す
る
声

も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
自
信
を
つ
け
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
講
習
の
後
半
に
は
、
質

問
が
出
る
ほ
ど
、
実
際
の
ケ
ー
ス
を
想
像
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
質
問
の
内
容
は
、｢

Ａ
Ｅ

Ｄ
の
パ
ッ
ド
は
体
毛
の
上
か
ら
貼
っ
て
も
大
丈

夫
で
す
か
？｣

、｢

夏
に
プ
ー
ル
の
監
視
を
す
る

の
で
す
が
、
体
が
濡
れ
て
い
る
場
合
は
、
拭
い

た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
？｣

、
と
い
っ
た
も
の
で

し
た
。
約
２
時
間
の
講
習
で
す
が
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
真
剣
さ
が
増
し
て
、
指
導
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
私
た
ち
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
も
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
、
講
習
を
通
し
て
、

子
ど
も
の｢

い
の
ち｣

を
育
む
大
切
な
時
間
を

共
有
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
感
謝
す
る
と

共
に
、
子
ど
も
た
ち
が
水
辺
で
の
活
動
を
楽
し

み
、
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
守
ら
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

（
小
寺
隆
志
）

心
肺
蘇
生
法
講
習

　東日本大震災から１年が経ちましたが、被災
地では津波によって広範囲にわたる被害を受け
たことや、福島第一原発事故による放射能問題
など、復興への道は長く険しいものとなってい
ます。
　神戸ＹＭＣＡでは、これまでに盛岡ＹＭＣＡ
宮古ボランティアセンターや仙台ＹＭＣＡボラ
ンティア支援センターと連携し、また神戸市社
会福祉協議会やコープこうべなど、多くの仲間
と協働しながら様々な形で支援を行ってまいり
ました。被災地の現状は復興への道を歩き出し
たばかりですが、神戸にいる私たちができるこ
とは現地の一人一人のことを忘れず、必要とさ
れる支援を続けていくことです。
　そこで、2012年夏、神戸ＹＭＣＡでは復興
支援シャツを作成、販売することといたしまし
た。このＴシャツの販売によって得られる益金
は、ＹＭＣＡ東日本大震災復興支援募金として
全額が献げられます。またこのＴシャツを着る
ことで、現地への祈りを忘れないことにつなが
ればと願っています。
　Ｔシャツにデザインされた鳥は、手と手を合
わせて形作ったハトです。
　またFutureという文字には、未来を見据え、
希望を抱き、羽ばたいていきたいという願いが
込められています。
　みんなのものがひとつとなるように、私たち
にできることをできるだけ。Ｔシャツの販売は
各ＹＭＣＡ窓口にて行っております。
　今後とも皆様のご支援をどうぞよろしくお願
いいたします。
� 神戸ＹＭＣＡ　東日本大震災復興支援チーム

保育園

　新学期にたくさんの新しい出会いをした子どもたちが、少しずつ自分で遊びや
お友だちを見つけて安心して過ごせるようになってきました。そんな中、夏に近
づくこの時期は、幼稚園の砂場遊びが大胆になり、友だち同士の交わりが盛んに
なります。
「わーい！お山作ろう！」「もっとお砂をかけて」「どんどん大きくなってきた！」

「誰か水汲んできて！」「こっちこっち！」「流して！」「わーーー！」自然に役割
分担が出来たり、力を合わせたり、水と砂の混じりあいで出来る造形の楽しさを
感じたり、その楽しさを友だちと共有したり、トンネルを作ったり、川を作った
り…とイメージをどんどん広げて砂場遊びは発展します。そうして、水や砂の感
触や心地よさを味わいながら、砂場では、子どもたちの意欲
や関係性が育まれていきます。
　幼稚園では、子どもたち自らが興味や意欲をもって体や心
を動かしてこそ、「生きる力」が培われると考えています。
砂場での遊びは昔から、「子どもたちは砂場で育つ（倉橋惣
三）」と言われるとおり、まさに、子どもたちが様々に感じ、
関わり、動き出せる、すばらしい遊びの空間であり、また、
学びの場です。砂場はもちろんのこと、幼稚園の遊びや活動
が、これからも子どもたちの「楽しい 」「気持ちいい」「もっ
としたい」というワクワクした気持ちでいっぱいになるよう
支えたいと思います。そして、「遊ぶの大好き」「友だち大好
き」「幼稚園大好き」な子どもたちに育つことを願っていま
す。

　今年で開園10年目を迎える西宮ＹＭＣＡ保育園
ですが、開園時より変わらないのは、元気な園児
の笑い声。４月こそ新入園児の泣き声も聞こえて
きますが、朝は元気にそれぞれでグループの活動
を楽しむ笑い声、昼はおいしくご飯を囲む笑い声、
お昼寝のときこそ静かですが、おやつの後も元気に遊ぶ笑い声が響く保育園です。
　西宮では、新しく開園した西宮つとがわＹＭＣＡ、また学童保育の運営管理を
地域３小学校で行うなど、どんどん子育て支援の輪が広がっています。地域に密
着した新しい展開を模索して、保育園と西宮ＹＭＣＡ（ブランチ）と協働で、地
域の方々を対象にした運動遊びやファミリープログラムなど、さらに地域の方々
にとっての集いの輪を作ろうと様々なイベントを企画しています。
　そんな西宮ＹＭＣＡ保育園の活動を、保育園園児保護者やＹＭＣＡの関係の方、
そして入園希望の方や地域の方々にも知ってもらおうとホームページに新着情報
のコーナーをつくって普段の保育の様子や特別プログラムの様子を掲載中です。
ぜひ保育園に（園庭開放は毎週木・土の９時半から11時半に実施中）、そしてまた
保育園のホームページ（www.kobeymca.org/nishinomiyahoikuen/）を見に来て
ください。皆さんのお越しをお待ちしています。

幼稚園 「心を動かして」

感   

謝
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去
る
５
月
、
神
戸
市
と
シ
ア
ト
ル
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
55
周
年
を
記
念
し
て
、
シ
ア
ト
ル
市
副
市
長
を
団

長
と
す
る
訪
問
団
が
来
神
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訪
問

団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
私
た
ち
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
シ
ア
ト
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
、
理

事
長
、
総
主
事
を
含
む
13
名
の
方
々
が
来
日
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
た
ち
両
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
姉
妹
都
市
提
携
が
な
さ

れ
、
交
流
が
開
始
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
ス
タ
ッ
フ
間

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
５
９
年
の
神
戸
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
創
立
60
周
年
記
念
式
典
に
当
時
の
シ
ア
ト
ル
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ダ
グ
ラ
ス
副
総
主
事
が
、
ま
た
、
１
９
６
３
年
・

１
９
６
５
年
に
ク
リ
ン
ト
ン
市
長
が
来
神
の
際
、
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て
懇
談
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
６
６
年
に
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

国
際
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
高
校
生
交
換
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
間
交
流
が
、

１
９
６
９
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
交
流
は
、
両

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
絆
を
強
め
、
友
情
を
大
切
に
育
ん
で
今
日

に
至
り
ま
す
。

　

５
月
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日
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戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
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宮
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に
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シ
ア

ト
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
訪
神
団
歓
迎
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催
し
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Ｃ
Ａ
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ぶ
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か
な
時
を
振
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返
り
、
ま
た
こ
れ
か
ら
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互
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関
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強
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繋
げ
る
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約
束
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し
た
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シ
リ
ー
ズ
　
こ
く
さ
い
の
ま
ど 

㉓

　２年に一度行なわれる日本ＹＭＣＡ同盟による会員の表彰があり、神
戸ＹＭＣＡ推薦の方々は以下のとおりです（敬称略）。さる６月17日

（日）に東山荘で開催された同盟協議会（同盟委員会）の席上で授賞式が
行なわれました。

25年継続会員賞
　 安原謙二、間島光代、ジャベリ・サンジーブ、稲葉文子、
　生駒道弘、林　文子、千草壽々子、坂部つや子、松本登代子、
　岸田千鶴子、フィッシャー・ヤン、相澤幸作、伊藤昌子、榎本聡子、
　北野七生、宮村勝猪、ジャベリ・キシャン、渡辺早規子、中坂律子、
　井上美代、船井道子、内田美紀、谷澤実佐子、横川エツ子、西　美鈴、
　岸田照雄、中山勝之、長沢百合子、ジャベリ・バーベン、山本弥惠子、
　熊谷郁子、齋藤　勲、丹羽和子、川島憲志、由利二郎、原田　太、
　吉田　透、馬場一郎、足立康幸、足立完子、上杉直子、生藤征夫、
　浜田敏子、石光俊夫 以上、44名

25年勤続者賞
　神野敬子 以上、１名

50年継続会員賞
　草野　修、小泉啓子、山口　徹、大林冨雄、鴘田將雄　 以上、５名

青少年奉仕賞
　 阿部　望、河合睦文、河合純子、岩田健司、星加宗之
　山崎往夫、藤岡嘉明、牧田　稔、阿部智昭、武田寿子 以上、10名

【収入】 （単位：円）

１）一般募金（指定なし） 2,673 ,561

２）指定募金 912 ,303

合計 3,585 ,864

【支出】 （単位：円）

日本ＹＭＣＡ同盟拠出金 350 ,000

タイワークキャンプ・及びボランティア・チェンマイ派遣 1,060 ,000

定住外国人子ども奨学金 180 ,000

国際活動リーダーシップ養成 673 ,386

公益財団法人ＰＨＤ協会支援 100 ,000

エイズ孤児支援・エイズ教育支援 30 ,000

オリーブの木・パレスチナ難民支援 400 ,000

ニュージランド地震支援 120 ,000

タイ水害支援 100 ,000

ＣＯＤＥ（海外災害援助市民センター）支援 100 ,000

開発・国際理解教育 172 ,478

事務局経費 300 ,000

合計 3,585 ,864

～ 同 盟 表 彰 ～

総主事　水野雄二

奏鳴曲 No.52
ソナタ

「よるべなさ」ということ

　私事ながら、この３年間に４人の孫が与えられ、乳幼
児の育ちを間近に見ることとなりました。子どもたちは
昨日できなかったことが今日はできるようになり、その

「獲得」に皆が大いに喜びます。一方、90歳になる母を見
ていますと、今までできていたことが日々難しくなって
いく老いの現実に「喪失」の哀しさを感じます。そして
それは「能力」だけではなく、会社や教会、友人、親戚、
家族という大切にしてきた「関係性」も徐々に失ってい
くプロセスを味わうことになります。
　神戸ＹＭＣＡに「ホームヘルパーの事務所」があって、
居宅介護・訪問介護のサービスをしていますが、利用者
は圧倒的に女性で80歳以上が多く、一人暮らしが80％近
くとなっています。「足が悪くなり、初めてヘルパーのお
世話になりました。子どもなき者ですので、できるだけ
皆様にご迷惑をお掛けしないように念願して参りました
が、お心温かく行き届いたヘルパーのお世話になり感謝
しています。」の言葉が寄せられています。
　評論家の芹沢俊介さんの新書『家族という意志』で、
著者は3.11以降の大きな不安感情に二つあって、「はかな
さ」と「よるべなさ」という言葉で表されると言います。

「よるべなさ」とは、居場所が見出せない、受けとめ手が
いない状況を示していますが、著者は英語のhelplessness
を当てています。核家族化が極度に進展した日本社会に
あって、特に高齢者に「よるべなさ」を感じさせる現実
があります。一つ屋根の下に住んだとしても、いのちの
受けとめ手になろうとする誰かがそこに「いる」と感じ
られなければ、居場所感が得られない。『そこに受けとめ
手が「いる」ということ、これだけが、いのちの存続つ
まり「ある」といういのちのいとなみを可能にする…』

（原文）
　よるべない時代を私たちは生きているのかもしれませ
ん。しかし、ＹＭＣＡは地域にあって、できる限り「寄
る辺」でありたいと願っています。介護保険改定など制
度の課題を抱えつつ、今日もヘルパーの皆さんはどんな
天候にも関わらず、ＹＭＣＡから出かけていきます。

2011年度ＹＭＣＡ国際協力募金へのご協力ありがとうございました
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☎078（793）7402
☎078（993）1560
☎078（734）0183
☎078（794）3901
☎0798（35）5992
☎078（792）1011
☎078（732）3542
☎078（997）7705
☎0798（26）1016

西神戸ＹＭＣＡ
西神南ＹＭＣＡ
須磨ＹＭＣＡ
ＹＭＣＡ保育園
西宮ＹＭＣＡ保育園
西神戸ＹＭＣＡ保育園
ＹＭＣＡちとせ幼稚園
西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
西宮つとがわＹＭＣＡ保育園

ウエルネスセンター三宮
ＹＭＣＡホームヘルパーの事務所
ランゲージセンター
専門学校
西宮ＹＭＣＡ
三田ＹＭＣＡ
余島野外活動センター
国際・奉仕センター
ウエルネスセンター学園都市

☎078（241）7202
☎078（241）7237
☎078（241）7204 
☎078（241）7203
☎0798（35）5987
☎079（559）0075
☎0879（62）2241
☎078（241）7204
☎078（793）7401

≪退職≫　今までのお働きに感謝し、今後のご活躍をお祈りいたします。ありがとうございました。
　4/30　木ノ本由美さん（ＹＭＣＡ保育園）

2012年度　ボランティア奨励賞
相澤幸作さん、陳 創生さん（ウエルネスセンター三宮）
　昨年度で閉講したウエルネスセンター三宮の “A LIFE BOXING”
において、元担当者浅川さんが急逝された後の10年間、60分のプロ
グラム運営を毎週ボランティアで担い、会員活動促進に貢献されまし
た。

高砂健
けん

人
と

さん、藤井祐
ゆう

樹
き

さん（西神戸ブランチ）
　小学生時代にサッカークラブメンバー、そして西神戸ブランチ登録
チームメンバーとして活躍し、大学生になって、日常のサッカークラ
ス、サッカー交歓会などにご奉仕をいただいています。ある時には先
輩として、ある時にはリーダーとして、子どもたちに寄り添い、とも
にサッカーを楽しみ、成長する姿勢を持って、プログラムを担ってく
ださいました。

東日本大震災復興支援ユースボランティアリーダー会の皆さん
　大学生を中心としたユースが、震災からの復興を自らのことと捉え
て、自発的で継続的な活動を行っています。街頭募金や他団体との協
働プロジェクト、また、被災に見舞われた子どもたちを対象としたリ
フレッシュキャンプ運営など、広い視野を持ち、未来への希望を体現
しています。

永田琴子さん、藤野宏美さん（余島リーダー OG）
　東日本大震災復興支援Ｔシャツを作成にあたり、ロゴデザインや販
売促進ポスターの作成などに尽力いただいています。

神戸市立工業高等専門学校水泳部の皆さん（ウエルネスセンター学園都市）
　「わいわいまつり」「幼少年アクア遠足」「いるか記録会」「水中大
運動会」などのイベントを手伝っていただき、YMCAに来ている子供
たちや地域の子供たちと一緒に遊んだり、ふれあったりと、お兄さん
リーダー、お姉さんリーダーとして大活躍していただきました。今年
度もウエルネスセンターの幼少年イベントにお手伝いしていただく予
定です。

岩沖富子さん　吉山理
さと

子
こ

さん（ＹＭＣＡ保育園）
　地域の子どもたちに字を書くことの楽しさを伝えたいというご好意
により、太山寺児童館で4歳から1年生までを対象とした「えんぴつク
ラブ」をボランティアとして開講していただき、今年で9年目を迎え
ます。ただ、教えるというだけでなく、子どもたち一人一人の個性を
尊重し、あたたかく成長を見守りながら丁寧に指導される姿は、子ど
もたちはもちろん、保護者の方々からも厚く信頼されています。子育
てのよき相談相手としても地域にとってかけがえのない存在となって
います。

　晴天の５月３日、余島に多くのファミリー
が集いました。今回は「春の料理祭り」を
テーマに、テーブルコーディネーターの前川
育子さんをお迎えして、自分たちの食器をデ
コレーションしまたり、自然の産物を使って
箸置きやナプキンリングを作ったり、ペンや
色紙でお皿を飾ったり、食卓を盛り上げまし
た。
　昼食はアメリカンＢＢＱとダッチオーブン
カレー、お父さんグループは、ダッチオーブ
ンで２kgの肉塊を、調度いい温度で焼ける
ようにローストビーフに挑戦です。皆の前で
オープン！歓声とともに舌鼓がきこえる程の
出来映えでした。
　昼食後は余島ネイチャープログラム「森の
小道を歩こう」に出かけ、鳥の巣や狸の糞な
どに触れながら、秘密の道を歩きました。森
を抜けると、目の前には真っ青な海、抜ける
ような青空、そして白い砂浜。瀬戸内の悠然
たる自然が私たちを迎えてくれました。
� （阪田晃一、撮影協力：辻沙喜子）

５月３日、2012年兵庫県功労者が発表されました。
神戸ＹＭＣＡ関係では次の３名の皆様が受賞されました。
　青少年育成功労：武　田　寿　子さん（会長・公益財団法人理事長）
　　　　　　　　　山　口　　　徹さん（前総主事）
　教　育　功　労：水　野　雄　二さん（総主事） おめでとうございます。

余島春のファミリーデイ開催！ 第25回宝塚バザー開催！一歩踏み出す勇気のはなし沖縄へ修学旅行に行きました
� ：高等学院
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　宝塚ＹＭＣＡチャリティーバザーが５月26
日に阪急逆瀬川駅前で行われました。ユース
リーダーを中心とした子どものコーナー、ワ
イズの方々を中心とした物品販売、有名パ
ティシエによるクレープの実演販売や、ダン
トツの当選確率で人気のラッキー抽選会で
フィナーレをかざり、笑顔にあふれたバザー
となりました。� （谷川　尚）

　５月27日、藤沢実果さんをゲストに、三
田市市民活動推進プラザ主催の第一回講演会
「一歩踏み出す勇気のはなし」を開催しまし
た。「世界中の夢を叶えるために、今のわた
しに出来ることを考え、たくさんの方々がそ
の思いに共感してくれたおかげで、夢を現実
に変えてくることができました」と語りかけ
る藤沢さんに、参加した方々は多くの感動と
勇気を与えられました。� （清水浩一）

　６月６日から８日までの間、神戸ＹＭＣＡ
高等学院は、沖縄へ修学旅行に行ってきまし
た。、仲間のことを気遣っていたり、時間を
とても気にしながら行動をしていたりする様
子、修学旅行を終えて、「楽しい修学旅行は
今までで初めてだった」と感想を述べていた
生徒の笑顔が印象的でした。� （水野宏明）

人事のお知らせ


